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はじめに
　本稿は日本語で評価を表すもっとも一般的な語である、イイおよびワルイの意
味・用法を整理して示すことを目的とする。
　第1章でイイ、第2章でワルイの用法を、述語用法と名詞修飾用法との関係に
注意して考察する。第3章ではイイとワルイの対応関係を見て、この2語が諸用
法において対称的でない面がかなりあることを確認し、イイに対応しない欠落部
分をダメおよびイヤが補充する様子を見る。第4章では名詞修飾用法と叙述用法
との対応にっいて注意すべき点を記す1）。
1．　イイ
　1．1イイの用法
1．1．1　述語としての用法
　イイの用法は統合型の観点からいくっかに分類できる。一方、同じ統合型を持
つ用法が必ずしも同じ意味類型を持っわけではない。まず、イイが述語に現れる
叙述用法から見ていく。その中で一定の意味類型を持っものとして目につくのは、
下記のような例である。
　　　この学生は成績がイイ。
　　　この製品は売れ行きがイイ。
　　　あの国は景気がイイ。
　　　あの人は話し方がイイ。
　　　この夫婦は仲がイイ。
　　　あの人は感じがイイ。
　これらの例でイイが要求する統合型を一般的に、「NはPがイイ」で表すこと
ができる。ここで、PとNは、「この学生の成績」「この製品の売れ行き」「あの
国の景気」などのように、統語的に「NのP」と言える関係にある。これは意味
的には「PがNの属性」という関係になっている2）。
　さて、「成績がイイ」というのは、成績にっいて「ランクをつけるなら、上位
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に位置する」ということである。「売れ行きがイィ」「景気がイィ」についても同
様の解釈が出来る。一方、「話し方がイイ」「仲がイイ」「感じがイイ」の場合、
話し方・仲・感じにっいて「ランクをつけるなら、上位に位置する」という解釈
はしにくい。これは、「成績・売れ行き・景気」が数値等による指標を用いてラ
ンク付けできるのに対し、「話し方・仲・感じ」にはそうした指標が考えにくい
からだと言える。
　上記のイイの用法に通じて言えるのは、Nの属性Pが、さまざまな程度に
「受け入れられる」ものだという判断をしているということである。その判断は、
成績の場合のようにある客観的な指標にもとついて行われることもあれば、しゃ
べり方のように直感的・総合的に行われることもある。
　以上の用法はおおよそ次のようにまとめられる3）。
　（1）NはPがイイ
　　　〈Nは、Nの属性Pについて受け入れられる＞4）
　用法（1）の対義語としては基本的にワルイが対応する。すなわち、「この学生
は成績がイイ。」と「この学生は成績がワルイ。」は対立する。また、「NはPが
Mよりイイ」と「MはPがNよりワルイ」とは互いに含意しあう。
　用法（1）には、Pとイイが習慣的に結びっいて連語として使われるものがか
なりある。たとえば、以下のようなものである。
　　　あの人は金離れがイイ。
　　　このことばは語呂がイイQ
　この種の連語になるPは他に、「器量・手際・段取り・要領・寝付き・気持
ち・気分・頭・目・耳」など多数ある。
　用法（1）は、PがNの属性であれば、ほぼどのようなものにでも使えるし、
また習慣的な連語としても広範囲に用いられる。また、イイの対義語としてすぐ
にワルイが想起されるが、用法（1）に対応する対義語は上述のようにワルイで
ある。イイには、以下で見るように用法（1）以外の諸用法があるが、適用範囲
の広さ、対義語との関係の一貫性の点から見て、この用法がイイの基本的な用法
だと認められる5）。
　叙述用法で一定の意味類型を持つ用法には以下のような例もある。
　　　その場所は気分転換にイイ。
　　　この本は車中で読むのにイイ。
　　　この魚は煮付けにイイ。
　これらの例の統合型を一般的に、「NはCにイイ」で表すことができる。この
用法は（2a）のようにまとめられる。
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　（2a）NはCにイイ
　　　〈NはCに適している〉
　（2a）の用法によく似た用法に以下がある。
　　　この酒は体にイイ。
　　　この薬は心臓にイイ。
　この用法は（2b）のようにまとめられる。
　（2b）NはCにイイ
　　　〈NはCの質を向上させる〉
　用法（2a）、（2b）の区別は、これらの用法だけからはっけにくい。「この酒は
体にイイ。」という（2b）の用法にも、〈NはCに適している〉という（2a）の
解釈ができなくはないからである。しかし、この2つの用法は、対義語との対応
が異なる。
　すなわち、用法（2b）には、対義語としてワルイが対応するが、（2a）にはワ
ルイが対応しない6）。また、（2b）のCに生じる要素が〈身体（部分）〉を典型
とする点も特徴的である。一方、用法（2a）のCに生じる要素は〈Nにかかわ
る行為〉である7）。
　なお、用法（2a）のく適している〉、（2b）の〈質を向上させる〉は、いずれ
もく受け入れられる〉ことの特別な場合であり、用法（1）に関係づけられる。
　「NはCにイイ」という統合型で使われる用法には、（2a）（2b）とは異なるも
のとして、次の例がある。
　　　課長は上にはイイ。
　これはNとCがく人〉に限定され、人間関係にかぎられるという点で特殊例
と思われる。おそらく「上に覚えがイイ」「上に評判がイイ」などに由来するも
のと思われる。
　イイには次の用法もある。
　　　その本はイイ。
　　　この料理はイイ。
　　　あの人はイイ。
　これは、文脈によってさまざまに具体的な解釈を受けるが、文脈を離れても、
一定の概括的な解釈を持っ。それは概略（3）のようにまとめられる。
　（3）Nはイイ
　　　〈Nは何らかの理由で受け入れられる〉
　〈何らかの理由〉は、文脈や場面によって補われることがあるので、同一文内
に明示される必要はない。もちろん、そうした要素が明示される用法もある。上
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例には、たとえば以下のような〈理由〉を表す節を付加できる。
　　　その本は（文章が［自然体で］／ストーリーが［凝っていて］）イイ。
　　　この料理は（味がしっかりしていて／盛りつけが凝っていて）イイ。
　　　あの人は（文句を言わないから／論旨明快だから）イイ。
　用法（1）が、Nの属性Pを明示してその点にっいて〈受け入れられる〉と言
い、用法（2a）（2b）がある対象Cを明示し、それに関して〈受け入れられる〉
と言うのに対し、用法（3）は、どういう点にっいてかを明示せず〈何らかの理
由で受け入れられる〉と言う。この点は、次の用法に典型的に見られる。
　　　どこがイイと言われても困るんだが、とにかくイイんだ。
　次の用法も、用法（3）と関係づけられる。
　　　学生さんは（気楽で）イイな。
　　　（遊んで暮らせるなんて）あんたはイイな。
　この用法は（4）のようにまとあられる。
　（4）Nはイイ
　　　〈Nと同じコトが話し手自身に実現するならば、無条件に受け入れられ
　　　る〉
　この用法は、「イイ！」「イイな。」「イイなあ。」などの「感情表出」のモダリ
ティと共起することが一般的である。
　用法（4）もく受け入れられる〉の下位類になる。このように、イイの用法
（1）～（4）はすべて、〈受け入れられる〉が基本となるわけだが、イイにはこれ
らとは異なる以下の用法がある。
　　　講釈はイイから、早く本題に入ってくれ。
　　　このへんでもうイイでしょう。
　この用法は（5）のようにまとめられる。
　（5）Nはイイ
　　　〈Nは現状で十分であり、それ以上は不必要である〉
　何かが〈不必要である〉というのは〈受け入れない〉ということにっながるか
ら、これまでに見てきたイイの基本的意味特徴に反する。これはどのように考え
るべきだろうか。〈何かが十分である〉ということは、〈何かを受け入れられる状
態に、すでに達している〉というように解釈できる。したがって、〈受け入れら
れる〉という特徴を介してイイの基本的特徴た関係づけられる。あることが進行
していって〈受け入れられる状態〉に達したとき、その時点で〈十分である〉と
いうように解釈できるわけである。〈もう十分である〉ようなものごとは、しば
しば〈それ以上は必要ない〉ものとみなされる。
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1．1．2　名詞修飾語としての用法
　名詞を修飾する例には以下の例がある。イイがNを限定する、「PのイイN」
という型である。
　　　成績のイイ学生
　　　売れ行きのイイ製品
　　　景気のイイ国
　　　話し方のイイ人
　　　仲のイイ夫婦
　　　感じのイイ人
　この用法は述語用法の（1）と意味的に対応する。すなわち、この述語用法の
イイの解釈は前節に見た述語用法（1）の解釈に対応する。
　L1．1であげた述語用法（1）「NはPがイイ」の「N」は、どれも「この学
生」「この店」などのように、限定された名詞句であった。これを非限定の名詞
にすると妙なことになる。以下のいずれも妙な文である（上記の一部のみ記すが、
他の例にっいても同様である）。
　　　学生は成績がイイ。
　　　人は感じがイイ。
　限定を受けない名詞が「NはPがイイ」の「N」である場合、その「N」は、
多く、総称的な解釈を受ける。例えば、「イヌは鼻がイイ。」は、イヌー般にっい
てイイと言っている。上例が妙なのは、「学生」から「場所」までの名詞が、そ
れぞれのPにっいて、総称解釈を受ける状況が考えにくいからである。例えば、
学生が一般に成績がイイということは考えにくいし、任意の人にっいて感じがイ
イなどということもあり得ない。
　一方、「成績のイイ学生」「感じのイイ人」の「学生」「人」は、「成績がイイこ
の学生」「感じのイイこの人」と異なり、「この」という明示的な限定要素をもた
ないけれども、総称的な解釈を受けない。これは、Nに先行するrPがイイ」が
Nを限定するはたらきをするからである。ただし、「鼻のイイイヌ」は、〈鼻の
イイ特定のイヌ〉という解釈の他に、〈一般に鼻がイイという性質をもっもので
ある、イヌ〉という解釈も持っ。このように、「PのイイN」のNが総称的か特
定的かは、Nによって決まるわけで、「PのイイN」という形式そのものは、そ
の区別を決定しない。
　「PのイイN」にっいて次のようにまとめられる（「＊」は述語用法に意味的に
対応する用法があることを示す。以下同様）。
　（6＊）PのイイN
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　　　〈属性Pについて受け入れられるN＞
　「PのイイN」において、PとNの関係は、述語用法の場合と同様である。す
なわち、「学生の成績」「店の評判」「製品の売れ行き」などのように、統語的に
「NのP」と言える関係にあり、意味的には〈PがNの属性〉という関係になっ
ている8）。
　次は、述語用法の（2a）「NはCにイイ」と意味的に対応する用法である。
　　　気分転換にイイ場所
　　　車中で読むのにイイ本
　　　煮付けにイイ魚
　「CにイイN」について次のようにまとめられる。
　（7a＊）CにイイN
　　　〈Cに適しているN＞
　同じことが、（2b）と対応する以下の用法にも言える。
　　　体にイイ酒
　　　心臓にイイ薬
　この用法は次のようにまとめられる。
　（7b＊）CにイイN
　　　＜Cの質を向上させるN＞
　（7a＊）（7b＊）とも、総称・特定の区別については、（6＊）と同じことが言える。
　述語用法の（3）にも、統語的・意味的に対応する以下の名詞修飾用法がある。
　　　イィ本
　　　イィ料理
　　　イィ人
　この名詞修飾用法は次のようにまとめられる。
　（8＊）イィN
　　　〈何らかの理由で受け入れられるN＞
　（8＊）についての総称・特定の区別であるが、この用法では総称的な解釈がま
ずないと言える。
　なお、1．1，1節の叙述用法（4）～（5）に、統語的・意味的に対応する名詞修飾
用法はない。
1．1．3　複合形式としての用法
　イイには、「～すると／するほうがetc．イイ」の形で句を受ける複合形式を作
り、一種のモダリティを表すのに用いられる用法がある。
　　　その本を見るとイイ。
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　　　あえてそれをするほうがイイ。
　　　あまり早く行かないほうがイイ。
　この用法は（9a）のようにまとめられる。
　（9a）［～すると／～する（した）ほうが／～しないほうがetc］イイ
　　　＜「～する（～しない）こと」が当面の事情から見て、受け入れられるので、
　　　そのようにすべきだ＞9）
　用法（9a）のイイには、直接に対応する対義語がない。（9a）全体の対義表現
は、イイに先行する文の部分を否定にする、イイを否定する、あるいはその他の
形式を用いるなど、さまざまである。例えば、以下のようになる。
　　　その本を見ないほうがイイ。
　　　その本を見るのはヨクナイ。
　　　その本を見てはイケナイ。
　用法（9a）と似た用法に以下がある。
　　　君は行ってもイイ。
　　　すぐやらなくてイイ。
　　　それができたら死んでもイイ。
　これは、ある仮定条件のもとで、ある行為Nをしてもかまわないということ
を表す。この用法は、（9a）が〈奨励〉であるのに対し、〈許容〉であるという
違いがある。この用法は次のようにまとあられる。
　（9b）［～して／～しなくて（も）］イイ
　　　〈「～する（～しない）こと」が当面の事情から見て、受け入れられるので、
　　　そうしてもかまわない＞
1．1．4　固定した用法
　ここでは、上記以外の、イイが決まった形で使われる用法のいくっかを見る。
　　　（「帰ってもイイですか」「出なくてもイイ？」などに対して）
　　　イイ。／イイよ。／それでイイ。
　　　まあイイからそこにすわって。
　この用法は、前節の（9b）の用法の「～する」という部分を明示せず、が慣
用的に固定して、〈かまわない〉という意味をもっ形式になったものと考えられ
る。次例も、〈かまわない〉という解釈ができる。
　　　（机の上の電卓を指して）これ、ちょっとイイですか。（借りてもイイか）
　　　（相手に用事があるときに）いまイイですか。（話してもイイか）
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2　ワルイ
　2．1ワルイの用法
2．1．1述語としての用法
　ワルイの用法も統合型の観点からいくっかに分類できる。まず、ワルイが述語
に現れる叙述用法から見ていく。
　　　この学生は成績がワルイ。
　　　この製品は売れ行きがワルイ。
　　　あの国は景気がワルイ。
　　　あの人は話し方がワルイ。
　　　この夫婦は仲がワルイ。
　　　あの人は感じがワルイ
　この用法は、イイの述語用法の（1）に対応する。ワルイのこの用法は次のよ
うにまとめられる。
　（10）NはPがワルイ
　　　〈Nは、Nの属性Pについて受け入れることができない〉
　すでに見たように、用法（10）の対義語としては基本的にイイが対応する。す
なわち、「この学生は成績がワルイ。」と「この学生は成績がイイ。」は対立する。
また、「NはPがMよりワルイ」と「MはPがNよりイイ」とは互いに含意し
あう。
　「NはPがワルイ」において、PとNは、「学生の成績」「店の評判」「製品の
売れ行き」などのように、統語的に「NのP」と言える関係にある。これは意味
的には「PがNの属性」という関係になっていて、これもイイの場合と同様で
ある。
　用法（10）には、Pとワルイが習慣的に結びっいて連語として使われるものが
かなりある。これも、イイの用法（1）と同様である。たとえば、以下の用法で
ある。
　　　あの人は金離れがワルイ。
　　　このことばは語呂がワルイ。
　この種の連語になるPはイイの場合と同じで、他に、「器量・手際・段取り・
要領・寝付き・気持ち・気分・頭・目・耳」などがある。
　この種の連語で注意すべき点が1っある。それは、イイを含む連語には、原則
としてワルイを含む連語が対応するのに対し、ワルイを含む連語のなかにはイイ
と対応しないものが少なくないということである。例えば、次の例である。
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　　　これは始末がワルイ。
　　　あいつは目つきがワルイ。
　この用法に対して、「これは始末がイイ」「あいつは目っきがイイ」なととは言
わない。この種の、イイと対応しない連語になるPは他に、「後味・意地・往生
際・気色・決まり・気味・質（たち）・手癖・ばっ」などがある。
　ワルイには以下の述語用法もある。
　　　この酒は体にワルイ。
　　　この薬は心臓にワルイ。
　これはイイの（2b）に対応する。これは（2）のようにまとめられる。
　（11）NはCにワルイ
　　　〈NはCの質を低下させる〉
　ワルイには、「NはCにワルイ」という（11）と同じ統合型を持つ以下の用法
がある。
　　　君にはワルイが、本当は好きじゃなかったんだ。
　　　公演を急に中止しなければならず、せっかく来てくれた人にはワルカッタ。
　ここで。Nは〈1人称〉であり、普通は省略される。　Cが〈2人称〉のとき、
以下のようにCも省略されることが多い。
　　　面倒見られなくてワルイね。
　　　ワルイ。時間までに着けそうもないんだ。
　Nが〈2人称〉の用法もある。
そんなことを言ったら、あの人にワルイじゃない。
　次例では、ワルイと思うべき主体は「あの人」だが、悪いという判断は話し手
の立場からなされている。
　　　あの人は私たちにワルイと思ってないようだ。
　Nが〈1人称〉以外の場合、〈話し手の判断〉を明示する「じゃない」「思って
ないようだ」を除いた以下の文は不自然である。
　　　？そんなことを言ったら、君はあの人にワルイ。
　　　？あの人は私たちにワルイ。
　こうしたワルイの用法の基本的な意味は次のようにまとめられる。
　（12）NはCにワルイ
　　　〈Nの言動がCに不都合な状況をもたらす〉〈NはN自身の言動を遺憾に
　　　思う〉
　ワルイのこの用法は、いわゆる感情形容詞と同様の人称制限が見られることか
ら、一種の心情を表すものと見ることができる。
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　ワルイにはさらに以下の用法がある。
　　　あの人はほんとにワルイよ。
　　　若い頃はずいぶんとワルカッタ。
　この用法で、ワルイが表していることは、人の行動にっいての評価である。そ
の行動が〈受け入れられない〉わけだが、その理由は何でもいいというわけでは
な。素行やおこないが法に違反したり道徳観念から見て感心しない場合、つまり
〈社会的・道徳的規範から見て受け入れられない〉ときに用いられることが一般
的で、「いっも遅刻する」とか「生意気だ」などの理由では、ワルイといいにく
い。「あの人はほんとにワルイよ。」の対義表現として対応するのは「あの人はほ
んとにイイよ。」ではない。「あの人はほんとにイイよ。」は、文脈に応じて「何
がイイ」のかが変わるのに対し、「あの人はほんとにワルイよ。」は、まずもって
〈社会的・道徳的規範から見て受け入れられない〉という解釈を持っ。
　要するに、こうした叙述用法のワルイにはイイ（3）の〈何らかの理由で受け
入れられる〉に対応する〈何らかの理由で受け入れられない〉という意味はない。
したがって、以下の例は、特別な文脈なしの場合、あるいはrNはPがイイ」
のPが省略されたと見なせる場合でなければ、不自然である。
　　　その本はワルイ。
　　　この料理はワルイ。
　「あの人はワルイ」タイプのワルイの意味は次のようにまとめられる。
　（13）Nはワルイ
　　　〈Nは、ある基準（主に社会的・道徳的規範）から見て受け入れられな
　　　い〉
　ここで、〈ある基準（主に社会的・道徳的規範）〉というのは、法律や道徳に違
反することを典型とし、周辺的には次例のように個別のどちらかというと個人的
な基準までを含む広いものである。
　　　いつもうまいこと言って奥さんをだましてるんでしょ。ワルイですね。
　ワルイの用法には次のタイプもある。
　　　みんな私がワルイんです。
　　　だれがワルイというのでない、全員に責任があるんだ。
　このワルイの意味は次のようにまとめられる。
　（14）Nがワルイ10）
　　　〈Nの（一般的に受け入れられない）行為について、Nに責任がある＞
2．1．2　名詞修飾語としての用法
　ワルイにも名詞修飾語としての用法があり、イイの場合と同様に、述語用法と
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対応する用法がある。
　　　成績のワルイ学生
　　　売れ行きのワルイ製品
　　　景気のワルイ国
　　　話し方のワルイ人
　　　仲のワルイ夫婦
　　　感じのワルイ人
　この用法はワルイの述語用法の（10）と意味的に対応する。統語的には「Pの
ワルイN」と言えれば「NはPがワルイ」と言え、またその逆も成り立っ。こ
のどちらの統合型においてもワルイの表すのは述語用法（10）に対応する解釈に
なる。
　「PのワルイN」にっいて次のようにまとめられる。
　（15＊）PのワルイN
　　　〈属性Pにっいて受け入れることができないN＞
　「PのワルイN」において、PとNの関係は、述語用法の場合と同様である。
すなわち、「学生の成績」「店の評判」「製品の売れ行き」などのように、統語的
に「NのP」と言える関係にあり、意味的には「PがNの属性」という関係に
なっている。
　次に、述語用法の（11）と統語的・意味的に対応する用法に以下がある。
　　　体にワルイ酒
　　　心臓にワルイ薬
　この用法は次のようにまとあられる。
　（16＊）CにワルイN
　　　＜Cの質を低下させるN＞
　述語用法（13）に対しては、以下の名詞修飾用法が対応する。
　　　ほんとうにワルイ人
　　　ワルイこと（を考える）
　この名詞修飾用法は次のようにまとめられる。
　（17＊）ワルイN
　　　〈一般的基準（社会的・道徳的規範）から見て受け入れられないN＞
述語用法のワルイ（12）および（14）に対応する名詞修飾用法はない。
　ところで、「ワルイN」には、対応する述語用法を持たない、以下の例がある。
　　　これはワルイ前例だ。　　？この前例はワルイ。
　　　それはワルイ考えだ。　？その考えはワルイ。
98
イイ・ワルイ
　この「ワルイN」に形式的に対応する「Nはワルイ」という叙述用法は、ど
ちらかというと不自然であり、それを補うものとしてヨクナイという言い方が用
いられる。
　　　これはワルイ前例だ。　　この前例はヨクナイ。
　　　それはワルイ考えだ。　　その考えはヨクナイ。
　「ワルイ影響」「ワルイ意味」なども、この「ワルイN」に属すると考えられ
るが、この場合は「Nはワルイ」タイプも「Nはヨクナイ」での補充も不可能
である。
　　　それはワルイ影響を及ぼす。　　？その影響はワルイ／ヨクナイ。
　　　これはワルイ意味ではない。　　？この意味はワルイ／ヨクナイ。
　「ワルイN」にはこのように、述語用法に対応した（17＊）とは異なる用法が
ある。この用法は、対応する叙述用法がヨクナイであることから示唆されるよう
に、イイ（8＊）と意味的には対応するものと考えられる。ただし、イイ（8＊）
（および対応する叙述用法の（3））が広い範囲のNと結びっくのに対し、「ワル
イ前例」タイプの用法においては、Nの範囲は限定される。それは、（8＊）の
「イイN」と対義的になる言い方の多くが、「ダメなN」ないし「イヤナN」と
なるために、「ワルイN］の範囲が狭くなっているためと解釈できる（これにっ
いては3章でさらに述べる）。
　「ワルイ前例」タイプの「ワルイN」そのものは、（8＊）に対応した、〈何らか
の理由で受け入れられないN＞という広い意味をもっとしてさしっかえない。
これが実際には、限定されたNとしか結びっかないのは、「ダメなN」「イヤナ
N」にいわば阻止（block）されていると考えるわけである
　「ワルイ前例」タイプは、次のようにまとめられる。
　（18）ワルイN
　　　〈何らかの理由で受け入れられないN＞
3　イイとワルイの対応
　3．1　意味・用法の対応
　2節、3節で見たように、イイとワルイの諸用法のうち、両語が対義関係とな
る用法は一部である。その様子を一覧できるように、下記に示す（表1）。表中、
「×」はイイないしワルイに対義として対応する用法が欠けていることを示し、
括弧内は、欠落部を補う形式であることを示す（後述）。
　次の表2は上記と同じものを、意味を対照して示したものである。
　イイに対してワルイが対義語にならない場合（ワルイの部分の×の欄）では、
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表1イイとワルイの対照（用例）
イイ ワルイ
NはPが　　　　一 （1）この学生は成績がイイ （10）この学生は成績がワルイ　　　　　　　　　　曹曾
　　9曾99，，oの＿N 　　曹9，曾曾，，i6＊）成績のイイ学生
，曾i15＊）成績のワルイ学生
NはCに　　　　一 （2a）その場所は気分転換にイイ ×　　　　　　（ムカナイ）
（2b）この酒は体にイイ （11）この酒は体にワルイ
×　　　　　　　　　　　噛 （12）君にはワルイが　　　　　　　　　　　・曹
　　・曾曾，，bに＿N 　　曾曾曾，，i7a＊）気分転換にイイ場所 ×　　　　　　（ムカナイ）
（7b＊）体にイイ酒 （16＊）体にワルイ酒
Nは　　『 （3）その本はイイ ×　　（ダメ）（イヤ）（マズイ）
（4）学生さんは（気楽で）イイな x　　　　　　　　（イヤ）
（5）講釈はイイから ×
× （13）あの人はほんとにワルイ
×　　　　　　　　　　曹 （14）みんな私がワルイんです　　　　　　　　　　　曹，，9
＿N 　　　9曾，曹曹i8＊）イィ本
曾，
@×　　　　　（ダメ）（イヤ）
（18）ワルイ前例
X （17＊）ほんとうにワルイ人
その他 （9a）その本を見るとイイ ×　　　　　（ダメ）（マズイ）
（9b）君は行ってもイイ ×　　　　　（ダメ）（マズイ）
ワルイをいわば補充する形で、ワルイ以外の語が使われる。上表の括弧内に示し
た語である。
　このうち、イイ（2a）に対しては、ムカナイが対義語として対応する。
　　　その場所は気分転換にムカナイ。
　　　この本は車中で読むのにムカナイ。
　　　この魚は煮付けにムカナイ。
　ムカナイはイイ（2a）に対応する名詞修飾用法（7b）の対義語としても用い
られる。
　イイ（3）（8＊）（9a）（9b）にはダメ、イイ（3）（4）（8＊）にはイヤが対応す
る。イイ（3）（9a）（9b）にはマズイも対応することがある。これらは節を改め
て説明する。
3．2ダメの用法
　イイの対義語がワルイでない場合、対義語としてダメが対応するケースがある
（上表の括弧内に記した部分）。
　ダメには、ワルイが生じるのと同じ「NはPが＿」という環境で使われる例
がある。
　　　あの人は話し方がダメだ。
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表2　イイとワルイの対照（意味）
イイ ワルイ
NはPが　　　　一 〈Nは、Nの属性Pについて受け入
黷轤黷驕r
〈Nは、Nの属性Pにっいて受け入
黷轤黷ﾈい〉
Pの＿N 〈属性Pにっいて受け入れられるN＞ 〈属性Pにっいて受け入れられないN＞
NはCに　　　　一 〈NはCに適している〉 ×　　　　　　（ムカナイ）
〈NはCの質を向上させる〉 〈NはCの質を低下させる〉
? 〈Nの言動がCに不都合な状況をも
ｽらす〉〈NはN自身の言動を遺憾
ﾉ思う〉　　　　　　　　　　　　・，，，
曾．りbに＿N 　曹曾曹曾，曾，qCに適しているN＞ 曹雫9，~
〈Cの質を向上させるN＞ 〈Cの質を低下させるN＞
Nは　　一 〈Nは何らかの理由で受け入れられる〉 ×　　（ダメ）（イヤ）（マズイ）
〈Nと同じコトが話し手自身に実現す
驍ﾈらば、無条件に受け入れられる〉
×　　　　　（イヤ）
〈Nは現状で十分であり、それ以上
ﾍ不必要である〉
?
X 〈Nは、ある基準（主に社会的・道徳
I規範）から見て受け入れられない〉
× 〈Nの受け入れられない行為につい
ﾄ、Nに責任がある〉
曹「曹9曹曾曾，，@N一 　　　　　　　　　　　　　　曹曹曽q何らかの理由で受け入れられるN＞ 曾曾9．曾曾@　×　　（ダメ）（イヤ）
＜何らかの理由で受け入れられないN＞
X 〈ある基準（主に社会的・道徳的規
ﾍ）から見て受け入れられないN＞
その他 〈当面の事情から見て、受け入れら
黷驕iので、そのようにすべきだ）〉
×　　（ダメ）（マズイ）
〈当面の事情から見て、受け入れら
黷驕iので、そうしてもかまわない）〉
×　　（ダメ）（マズイ）
　ただし、この統合型でダメが使われる用法はかぎられている。以下の例はいず
れもワルイにくらべて落ち着きが悪い。
　　　？あの国は景気がダメだ。
　　　？この夫婦は仲がダメだ。
　　　？あの人は感じがダメだ
　これはワルイとダメの意味がかなり違うことを示唆する。
　ダメは「Nは　」という環境でよく使われる。
　　　歯がダメで医者に行っている。
　　　この肉はダメだ。
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　　　計画がダメになった。
　これらに共通するのは、Nが「使えない」あるいは「役に立たない」という
ことである。以下も同じような解釈を受ける。
　　　その本はダメだ。
　　　この料理はダメだ。
　　　あの人はダメだ。
　これらは、イイと対比されるので、イイの用法（3）〈何らかの理由で受け入れ
られる〉の反対の〈何らかの理由で受け入れられない〉をダメの意味としてもよ
さそうに見える。しかし、イイの用法（3）が用法（1）（2a）（2b）と関係づけ
られるのに対し、ダメは、イイの、用法（1）（2a）（2b）に対応する位置を占あ
ない。したがってダメを単純にイイの対義とはできない。
　ここで「Nはダメ」タイプの用法を次のように考えることにする。
　（19）Nはダメ
　　　〈Nは、Nに期待される機能をはたせない〉
　つまり、ダメは、イイと異なり、広く＜何らかの理由で受け入れられない〉と
いうのでなく、〈受け入れられない理由〉をより限定するという特徴がある。
　ダメにはまた以下の用法がある。
　　　私は外国語がダメだ。
　　　あの人は酒がダメなんです。
　これは、「あの人は話し方がダメだ。」と同じに見えるが違う。「話し方」は
「あの人」の属性であるのに対し、上記の「外国語・酒」は他の何かの属性では
ない。この用法は次のようにまとめられる。
　（20）XはNがダメ
　　　〈Xは、Nに期待される機能をはたせない〉
　「私は外国語がダメ」というのは、〈私は、外国語に期待される機能、すなわち
その使用・運用ができない〉ことであり、「あの人は酒がダメ」は〈あの人は、
酒に期待される機能、すなわち飲むことができない〉ということになるll）。な
お、Xは一般に〈人〉である。
　ダメの（19）（20）には対応する名詞修飾用法がある。
　　　この歯はダメだ。　　　　ダメな歯
　　　その本はダメだ。　　　ダメな本
　　　私は外国語がダメだ。　外国語がダメな私
　ダメにはさらに以下の用法がある。
　　　ここはタバコがダメだ。
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　　　館内では写真はダメです。
　ここでの「タバコ」は〈喫煙〉を、「写真」は〈写真撮影〉のことであり、そ
れが「禁止だ」ということである。〈喫煙〉は「タバコ」の、〈写真撮影〉は「写
真」の、それぞれ〈期待される機能〉であるから、この用法は次のようにまとめ
られる。
　（21）Nはダメ
　　　〈Nは、Nに期待される機能をはたしてはならない〉
　ダメには、句を受ける複合形式の要素となる次の用法もある。
　　　君は帰ったらダメだ。
　　　そっちへ行っちゃダメ。
　この場合、「君が帰ること」あるいは「そっちへ行くこと」が、その主体の
〈期待される機能をはたしていない〉ということは無理である。そうではなくて、
主体の行動がく期待される結果をもたらさない〉ととらえるべきである。次のよ
うにまとあられる。
　（22）［～したら／しちゃ／しなかったらetc］ダメ
　　　＜「～する（～しない）」ことが、期待される結果をもたらさないので、そ
　　　うしてはならない＞12）
　次の用法も、（22）にもとつくと考えられるが、これはダメが独立して用いら
れ、〈そうしてはならない〉意を表す。
　　　（「帰ってもイイですか」「出なくてもイイ？」などに対して）ダメ／ダメ
　　　よ。
　　　（何かを強制・強要・懇願される等の状況で）ダメです／ダメダメ。
　これは、1．1．4で述べた固定用法の「イイ」に対応する対義語としてはたらく。
　なお、ダメの（21）（22）には対応する名詞修飾用法がない。
　3．3　イヤの用法
　イイの用法（3）に関する対義語もワルイではない。用法（3）には前節で見た
ように、ダメが対応する場合があるが、一部にイヤが対応する場合がある。
　　　（船はイイけど）飛行機はイヤだ。
　　　（魚はイイが）肉はイヤだ。
　　　雨はイヤだな。
　　　あの人イヤだね。
　これは、イイ（3）と対応するということから、〈何らかの理由で受け入れられ
ない〉という意味が考えられそうだが、イヤはイイと異なり、主観的なニュアン
スを強く持つ。
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　　　　高いところが苦手なんで、飛行機はイヤだ。
　　　？一般的に言って、料金が高いから飛行機はイヤだ。
　2番目の例が不自然なのはイヤが主観的であるため「一般的に言って」と共起
しにくいためである。一方、イイは主観的・客観的を問わず広く用いられる。
　　　高いところが好きなんで、飛行機はイイ。
　　　一般的に言って、時間が節約できるから飛行機はイイ。
　したがって、イイの否定とイヤは異なる。
　　　あの人はヨクナイね。
　　　あの人はイヤだね。
　「あの人はヨクナイ」というとき、「あの人」は〈何らかの理由で受け入れられ
ない〉のであり、その理由は主観的・客観的さまざまである。これに対し、「イ
ヤ」は、「あの人」と「近づきたくない」「遠ざけたい」「かかわりたくない」な
ど、主に感情的に〈不快〉という理由で拒否する態度をいう。
　以上のイヤの用法は次のようにまとめられる。
　（23）XはNがイヤ
　　　〈Xは、個人的にNが不快なので受け入れたくない＞13）
　次例のようにNが〈ことがら〉の場合も（23）に属すとしてよい。
　　　あいつに会うのはイヤだ。
　　　死ぬのはイヤだ。
　ところで、イイの用法（4）は〈同じコトが話し手自身に実現するならば、無
条件に受け入れられる〉という強い願望を示すものだった（下記に例を再掲）。
　　　学生さんは（気楽で）イイな。
　　　（遊んで暮らせるなんて）あんたはイイな。
　これに対して、イヤが、「拒否の強い願望」を表すことはなさそうである。
　　　正社員は（仕事がきっそうで）イヤだな。
　この例は、単に〈受け入れたくない〉というのみで、「イイナア」の持っ「感
情表出」のモダリティに欠けると思われる。
　なお、イヤが単独で使われて、自分の行為のく拒否〉をもっぱら表す用法があ
る。
　　　（「帰らないで。」「勉強しなさい。」などに対して）イヤ／イヤだ。
　相手の行為を拒否する状況でも、イヤが使われることがある。
　　　（「もう帰ります。」「キスしてもいい？。」などに対して）イヤ／イヤだ。
　ここでイヤというのは、「相手が帰ること」「相手が自分にキスすること」が
〈不快なので受け入れたくない〉ということである。
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　この例の場合、次のようにダメも使える。ただし、イヤとダメはとらえかたが
異なる。
　　　（「もう帰ります。」「キスしてもいい？。」などに対して）ダメ／ダメだ。
　これは、「相手が帰ること」「相手が自分にキスすること」が〈期待される結果
をもたらさないので、そうしてはならない〉という〈制止〉の態度を表す。
　イヤの叙述用法「XはNがイヤ」には対応する名詞修飾用法がある。Xを主
名詞にするものと、Nを主名詞にするものとの2通りが可能である。
　「NがイヤナX」
　　　私は飛行機はイヤだ。　飛行機がイヤナ私
　「XがイヤナN」
　　　私はあの人がイヤだ。　私がイヤナあの人
　Xを明示しない「イヤナN」タイプの名詞修飾用法もある。
　　　イヤナ人
　　　イヤナにおい
　このタイプは（8＊）のイイに対応する。すでに述べたように、イイ（8＊）の
対義語としてダメ・イヤがあるために、（8＊）に対応するワルイの使用範囲が限
定されている。
　3．4　マズイの用法
　イイ　（3）（9a）（9b）にはマズイが対応することがある。（3）に対応する例に
は次例がある。
　　　その本はイイ。　　　　その本はマズイ。
　　　あの人はイイ。　　　　あの人はマズイ。
　また、（9a）（9b）に対応する例には次例がある。
　　　その本を見るとイイ。　　　　　　その本を見るとマズイ。
　　　あえてそれをするほうがイイ。　　あえてそれをするのはマズイ。
　　　君は行ってもイイ。　　　　　　君が行くのはマズイ。
　　　すぐやらなくてイイ。　　　　　すぐやらないのはマズイ。
　これらのマズイに共通する特徴は〈受け入れられない事態が生じる可能性が高
いので、かかわりを避けるべきだ〉と規定できる。
　ただし、〈飲食物〉と共起する場合は、一般に〈味がよくない〉という意味を
持っので、次の表現は多義的（曖昧）である。
　　　この料理はマズイ。
　っまり、文脈なしに考えられる第1義は、「この料理」の〈味がよくない〉で
あるが、同時に、「この料理」に関してく受け入れられない事態が生じる可能性
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が高いので、かかわりを避けるべきだ〉という意味も文脈次第で考えられる。た
とえば、ある人に提供する料理としてはふさわしくない場合などである。
4　名詞修飾用法と叙述用法との対応
　一般に、同じ形容詞が名詞修飾用法と叙述用法に用いられる場合、その形容詞
の「意味解釈」は同じになる。例えば、「ナガイN」と「そのNはナガイ」とい
う、名詞修飾用法と叙述用法の組み合わせにおいて形容詞ナガイの解釈はほとん
どの場合に同等である。例えば、「ナガイ棒」と「その棒はナガイ」は、ともに
「空間的長さ」の解釈を、「ナガイ映画」と「その映画はナガイ」は、どちらも
「時間的長さ」の解釈を持っ。
　イイにも一般の形容詞と同じく、「イイ成績」「その成績はイイ」のように、名
詞修飾用法と叙述用法が同等の解釈を持っ場合があるけれども、イイの用法には、
名詞修飾用法と叙述用法とで解釈を異にするものが目につく。
　　あれはイイ人だよ。　あの人はイイよ。
　　イイ勉強になった。　その勉強はヨカッタ。
　　イイ夫でいる。　　　彼女の夫はイイ。
　このことに関連して、イイが名詞を修飾する「イイN」の型では、Nにっい
ての一般的了解にもとつく「慣習化した解釈」が多くみられるのに対し、イイが
述語としてはたらく「Nがイイ」の型では、周囲の文脈に応じた臨時的な解釈
を受けることが多いということが指摘できる。たとえば、「あのイイ男」の文脈
と独立の固定的解釈のしやすさと「あの男はイイ」の不定的な、すなわち文脈に
応じてさまざまに変化する解釈とが対比的である。これは一般に「名詞修飾用
法」が「分類」を、「叙述用法」が「記述」を典型的な機能とすることの現れと
解される。
　なお、名詞修飾用法「イイN」の慣習的意味は、（8＊）の〈何らかの理由で受
け入れられるN＞という基本的意味の〈何らかの理由〉が慣習的に固定された
ものと言える。たとえば、「イイ男」の場合は〈ハンサムである〉という理由で、
「イイ女」は〈性的魅力がある〉という理由で、それぞれ〈受け入れられる〉と
いう解釈が、文脈なしにみたときに有力な解釈であると考えられる14）。また、
「イイ子」は〈大人の言うことを素直に聞く〉ことが、「イイ天気」は〈雲がなく
晴れている〉ことによって、それぞれイイとされている。
　ワルイの名詞修飾用法にも、イイの場合ほど多くはないが、固定的な慣習的意
味が見られる。たとえば、「ワルイ遊び」が夜遊び・ギャンブルなどを典型とす
る〈道徳的規範から外れているとされる遊興行為〉を表し、「ワルイ病気」が
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〈性病〉を表す類である。
　イヤにっいても差が見られる。たとえば、「このにおいはイヤだ。」は話し手が
く不快〉と感じる任意の種類のにおいを示しうるのに対し、「イヤナにおい」は、
腐敗臭・便臭など〈一般に不快〉とされる解釈が優先する。
　こうした固定的な慣習的意味は、文化的な理由で固定しているものだから、そ
れぞれの言語に固有である可能性が高い。たとえば、アラビア語エジプト方言で、
日本語の「イイ天気」の直訳に相当する表現は必ずしも〈晴天〉ではなく、〈曇
っていて涼しい日〉という意味に解釈されることもあるという15）。
　イイ・ワルイ等に対応する他言語の形式が、名詞修飾用法として使われたとき、
その具体的な解釈が各言語で慣用的な解釈をもっ程度はさまざまだろうが、その
解釈が日本語とずれる可能性があることには注意すべきである。
結　語
　以上の整理を通じて、イイとワルイについて以下のことが明らかになった。
　・イイは、〈受け入れられる〉という意味を基本とし、広範囲に用いられる。
　・ワルイは、イイの意味範囲と対義になる意味領域の一部しか表さない。その
　　他の意味領域をダメ・イヤなど他のいくっかの語が表す。
　・イイの否定形ヨクナイは必ずしもワルイと同等ではない。
　・イイに対応する基本的な対義語として、ダメ・イヤ・マズイなどがある。
　イイ・ワルイに関して注意すべき個別的な事項は上に述べたもの以外にも、か
なりありそうである。例えば、ワルは複合語の前部要素になることが多い（わる
あがき、わるがき【悪餓鬼】、わるがしこい、わる一ぎ【悪気】、わるくち、わる
ずれ【悪擦れ】、わるだくみ【悪巧み】、わるちえ【悪知恵】、わるふざけ、わる
もの【悪者】。わるよい【悪酔い】などがある）のに対し、イイ（ヨイ）を前部
要素とする複合語はほとんどない（ヨシアシぐらいか）ことがあげられる。
　イイの各用法にはヨロシイ・スバラシイ・テゴロ・オーケーなどが類義語とし
て対応し、ワルイの各用法には3章で見たダメ・イヤ・マズイなどが類義語とし
て対応する。このうち、ヨロシイはかなりの用法でイイの類義語としてはたらく。
ワルイの否定形ワルクナイもかなり広範囲にイイの類義としてはたらく。一方、
ワルイの場合、その各用法を広くカバーする類義語はない。ただし、イイの否定
形ヨクナイはワルイと広範囲に互換性を持ち、各用法に対応する。すなわち、ワ
ルクナイはイイの、ヨクナイはワルイのそれぞれ類義表現として定着している。
言うまでもなく、これら類義語。類義表現の意味には違いがある。
　すでに与えられた紙幅は尽きた。イイ・ワルイの類義語の意味の異同、および
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イイ・ワルイの否定形の意味については他稿を期したい。
　注
1）イイは、「良い／好い／善い」などと表記され、ヨイという交替形を持つ。イイがほ
　ぼすべての位相で使われる一般的な形であるのに対し、ヨイは相当に改まった場面、改
　まった態度で使われる。この2っの形に実質的な意味の違いは認められない。本稿では
　イイ・ヨイを代表する形としてイイという表記を用いる。
2）「酒は辛口がイイ」はこのタイプに属さない。「辛口のイイ酒」に対応しないからであ
　る。「酒は辛口がイイ」は「酒は辛口のがイイ」と同等で、本文に挙げた例とは異なる。
3）　「NはPがイイ」と「NがPがイイ」はイイの意味に関するかぎり異なるところはな
　い。本稿では、「NはPがイイ」を、「NがPがイイ」「NもPがイイ」などを代表す
　る形式としてあっかう。以下、「Nは」を含む統合型にっいても同様である。
4）〈受け入れられる〉という意味特徴の設定についての詳細は、山田進（2000）で論じ
　ている。
5）「この魚はいきがイイ」の対義表現として、「この魚はいきがワルイ」が可能だが、
　「この魚はいきがヨクナイ」のほうが筆者には自然である。また、「香りがイイ」に対し
　て「香りがワルイ」よりは「香りがヨクナイ」のほうが自然である。これは、「いき・
　香り」が本来的にイイものであり、ワルイとはいいにくいためかと考えられる。なお、
　これとは逆に、ワルイに対するイイの対応にっいても似たことがある。これにっいては、
　2，1．1で詳しく述べる。
6）「この本はこどもの教育にイイ」に対し、「この本はこどもの教育にワルイ」と言えな
　くもないが、「この本はこどもの教育にヨクナイ」の方が筆者には自然である。
7）「スポーツ」は〈行為〉ではないし、〈身体（部分）〉でもない。しかし、「このスポー
　ツは健康にイイ」は、〈健康に適している〉とも〈NはCの質を向上させる〉」とも解
　釈できる。「健康にイイ」は（2a）と（2b）の中間的な例と考えられる。
8）「PがイイN」という型もあるが、実際の例では「PのイイN」に比べてずっと少な
　い。本文で「PのイイN」にっいて述べることは、原則として「PがイイN」にも適用
　される。「PのイイN」はイイの意味に関するかぎり「PがイイN」と異なるところは
　ない。「PのいいN」を「PがイイN」「PもイイN」などを代表する形式としてあっか
　う。
9）「～するとイイ」「～すればイイ」「～したらイイ」など、様々な形式がこのタイプに
　含まれる。個別の形式ごとに少しずっ意味は異なるが、（9a）にはおおまかな共通点の
　みを記す。（9b）にっいても同様のことが言える。
10）用法（14）では、否定の文脈での「あなたはワルクない」等を除き、基本的に「N
　が」という形式で使われる。
ll）〈Nに期待される機能〉はNそのものが期待値をもたないものの場合には、文脈・
　場面から切り離すと解釈が困難になる。たとえば「私は石はダメなんだ」という類。
12）　（9a）（9b）「～してはダメ」「～しなくてはダメ」「～しなくちゃダメ」など、いく
　っかの変異形がこのタイプに含まれる。それぞれに少しずつ意味は異なるが、（22）に
　はおおまかな共通点のみを記す。
13）　「飛行機はイヤ」「肉はイヤ」等は「私は飛行機がイヤ」「私は肉がイヤ」が基底にあ
　ると考えられるので、「XはNがイヤ」のタイプに属するとしてよい。
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14）　これらは「水もしたたるイイ男」「ふるいつきたいようなイイ女」という言い方が元
　にあるかとも考えられるが、「イイ男」「イイ女」の形で、本文にあげた解釈が確立して
　いる。
15）　アラビァ語カイロ方言のイイはkuwaiyesで、「イイ天気」は“gaw　kuwaiyes”。な
　お、「今日の天気はいい」に相当するのは“el－gaw　el－naharda　kuwaiyes　awi”（eト
　naharda＝きょう、awi＝とても）。詳しく言うと、「天気」にっいてkuwaiyesという
　ときの解釈は一様ではないようである。それは、日本語「イイ天気」のように、〈晴天〉
　を指すこともあるし、〈曇っていて涼しい日〉を指すこともあると言う。〈晴天〉という
場合は、雲がなくてkuwaiyesなのだろうし、〈曇っていて涼しい日〉は暑すぎなくて
　kuwaiyesなのだろう。日本語でも、晴天かつ猛暑ないし厳寒のときは「イイ天気」と
　いいにくい。極端な気温が、イイということを妨げるからである。また、カイロ方言で
　日本語の「イイ男」「イイ女」に相当する表現があるかという問いに、そのような連語
　は思いっかないという反応がある（本共同研究メンバーのIbrahim　Walid氏による）。
　その一方で、“ragel　kuwaiyes”（ragel＝男）は〈性格のいい男〉ないし〈いい結婚相
手になる男〉、“set　kuwaiyesa”（set　＝女）は〈性格のいい女〉ないし〈いい結婚相手
　になる女〉という解釈があるという反応もある（カイロ大学のSoliman　Aladdin氏に
　よる）。どのような文脈で使うかにより、イイもkuwaiyesも解釈に変動があることは
　たしかである。ただ、日本語のイイの場合には、特定の名詞との結びっきにおいて慣用
　的な意味の固定度の大きなものが相当数見られるように思われる。
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